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第第第第 15151515 回回回回 TwellV TwellV TwellV TwellV 放送番組審議会放送番組審議会放送番組審議会放送番組審議会    議事概要議事概要議事概要議事概要    

 

 

１．開催年月日  2012 年 12 月 26 日（水）12：30～13：30 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員： （7名中 7名出席） 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学・短期大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（慶應義塾大学 教授） 

委 員   山下 東子（明海大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委  員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP 代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

会社側出席者： 

社長         森内 譲 

編成・営業本部長   小林 慎一郎 

業務・技術本部長   尾上 一也 

事務局        安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題 

【審議事項】 

・審議番組「就職を機に世界と人生を考える！ＢＳ寺島 月 9トーク」 

 

５．議事の概要 

審議番組「就職を機に世界と人生を考える！ＢＳ寺島 月 9トーク」についての委員か

らの主な講評 

  ・番組タイトルが「就職を機に」としている為、新規就職と捉えていたが、 番組を見

ていくうちに、世代を超えて面白い番組だと感じた。 

・就職難の若者にターゲットを絞っているように見えて、私達ミドル世代が社会の中

で一番稼いでいかなければならないという意味においては、襟を正させてくれる番

組である。 
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・寺島氏が、三井物産がユニバックの汎用コンピュータを製造していた時の成功が失

敗のもとになるという話をされていた時、観客の学生達にカメラを向けるとポカン

としていた。成功体験のない学生には理解しにくいが、ミドル世代は失敗や成功を

何回も経験しており、成功体験から逃れられず、失敗に陥る事を理解出来る為、ミ

ドル世代も本番組のターゲットとなりうるのではないか。 

・トーク番組は、地上波だとテレビ的になっており、核心に迫らず全体を無難に纏め

るものも多いが、この番組は核心に迫る食い込んだ部分があって共感が持てた。 

・学生の就職体験プログラムのお手伝いをしているが、若者にやる気を起こさせるの

は非常に大変で、方法論はない。経験に基づいた事を語るのが大切で、非常にタイ

ムリーな良い企画で、この企画を誰が考えられたのか気になった。 

・普段、地上波の番組を見ている人からすると、この番組は「長い」と感じるのでは

ないか。観客の学生との会話がなかったのも残念。寺島氏や村上氏の話は、ミドル

世代にはしっくり来ても、若者には雲の上のような人という印象を持たれてしまう

のではないか心配である。 

  ・番組内で、「私のお父さんも全共闘世代だが、何も話してくれない。」といった話を

していたが、当初はなぜこのコメントを OAしたのか疑問だったが、他の委員の方の

話を聞いて、私達自身が過去の事を子供達に語らなければならないと気付かされた。 

  ・著名人から一歩踏み込んだ体験談をお聞きし、時代の流れを再認識出来るので、非

常に面白かった。ワークプレイスメントというプログラムがあるのを知る事が出来、

良い企画だった。 

  ・寺島氏自身とのフィット感もあるのかもしれないが、やはり女性のゲストは入れて

欲しかった（＊事務局より、女性ゲストも検討されたが日程的に合わなかった旨説

明あり）。 

・『極左学生』や『右翼』といった言葉を、地上波でもあまり聞かなくなったので、そ

んなボキャブラリーが印象深かった。 

  ・寺島氏が、大人としての条件を語っていたり、会社から得られるのは給料だけでは

ないといった若者にきちんと伝えたいメッセージを発信されていたのは非常に良か

った。 

以上 


